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論文内容の要 旨
乳歯師蝕は， 非常に多発しやすく， 一度発生すれば速やかに進行して重症型踊蝕になる場合が多
い。したがって，乳歯師蝕の発生を予防するほかに，初期麟蝕の進行を抑制する手段を開発すること
は，小児歯科学の立場から極めて重要である。
現在，局所塗布による踊蝕の進行を抑制する目的に，硝酸銀溶液を歯面に塗布するいわゆる鍍銀法
や， ふつ化物の歯面塗布法が行なわれている。 しかしながら， 硝酸銀を歯面に塗布した場合には，
Ag3P04 が歯面に沈澱するが，これと同時に歯質から Ca++ が溶出する。 また，高濃度のふつ化ナト
リウムを歯面に作用させた場合， CaF2 が生成されるが， 乙の際歯質から P04…が溶出する。そこ
で，著者は ， Ca++ および P04…を共に溶出させることが少なく， かっ， 踊蝕侵入路遮断を目的と
した鍍銀法ならびにふつ化物塗布法の両効果を期待すると同時に，溶液の安定性，取り扱い易さなど
を考えて， ふつ化アンモニア銀 (Ag(NH3) 2FJ をとりあげ， このものによって乳歯輔蝕の進行がど
の程度抑制することができるか否かを検討した。
本研究を実施するにあたり，著者は，ふつ化アンモニア銀の臨床的応用に先立って，その溶液を乳
歯に作用させた場合の生成物を確認するため， X線結品学的観察を行ない，また耐脱灰性の変化を調
べる目的で，硬度ならびに Ca++ 溶出量を測定し，さらに，それらに続いて麟蝕感受性ラットを利用
して in vivo における Ag(NH3)2F 溶液の齢蝕抑制効果を確認した。ついで，臨床上の実際におい
て Ag(NH3)2F 溶液が乳歯麟蝕の進行抑制にどのような効果を示すかについて，他剤または蒸溜水だ
けを塗布した対照歯と比較しての臨床的観察を行なった。
得られた結果を要約すると，大要次のようである。
1. 健全乳歯歯冠部のエナメノレ質および象牙質の粉末をそれぞれ 30w/v% の Ag(NH3)2F 溶液
に ， 37 0 C, 30分間浸漬したとき，難溶性の Ag3P04 ならびに CaF2 の生成されることがX線回折に
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より明らかとなった。
2. 健全乳歯歯冠部のエナメノレ質あるいは象牙質の研磨面に Ag(NH3) 2F 溶液を 37 0C， 5 分間作用
させると， 酸に対してもキレート剤に対しても耐脱灰性の向上することが，硬度変化ならびに Ca++
諮出量の測定によって明らかにされた。
3 . cariogenic diet で飼育した生後 50 日目の踊蝕感受性ラットの下顎臼歯に形成した嵩洞に，
Ag(NH3)2F 溶液を 4 分間塗布することによって， 輔自虫の発生頻度ならびに進行拡大率は，対照群の
それらに比して ， 62%および70労に抑制することができた。
4. 踊蝕症第 1 度または第 2 度に J寵患した上顎乳前歯に， Ag(NH3)2F 溶液， SnF2 溶液，または
AgN03 溶液を塗布し ， 6 か月間観察したところ， Ag(NH3)2F 溶液塗布歯において最も大きい齢蝕の
進行抑制効果が認められた。
5. 30か月聞にわたり， 4. と同じ条件における乳歯への Ag(NH3)2F 溶液塗布歯の観察では， 踊
蝕部面積の増加速度は，対照歯に比し，塗布後 3 か月で61% ， 6 か月で69労， 12か月で87% ， 24か月
で88% ， 30か月で97%抑制された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，乳歯麟蝕の進行を抑制するための薬剤としてふつ化アンモニア銀溶液をとりあげ，この
薬剤がその進行をどの程度抑制することができるか検討したものである。そのために， X線結晶学的
観察，耐脱灰性の変化の測定，踊蝕感受性ラットによる動物実験，さらに，臨床的観察を行ない，こ
れらの結果，本溶液が従来知られている輔蝕抑制剤に比べ，より有効であることを明らかにした臨床
上意義ある業績と考える。
よって，本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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